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保育カンファレンスにおける保育者の専門性向上に関する研究（ ）
―保育者の専門性向上を促す要因に着目して―

○小松和佳（広島大学大学院） 井上 弥（広島大学）

キーワード：保育者の専門性，保育カンファレンス，言葉の相互共有

問題と目的
児童期以降の子どもの発達と学びの基盤となる幼

児期の教育において，子どもと直接かかわる保育者
の専門性向上は，重要な課題とされている。保育者
の専門性向上の要因の つとして保育実践の振り返
り（秋田， ）が挙げられ，その方法として保育
カンファレンスが着目されている（汐見， ）。
小松（ ）は，保育カンファレンスにおける保

育者の専門性向上では，保育者が言葉の相互共有を
行い，自身の保育の枠組みを捉え直すというプロセ
スが必要であることを明らかにした。また，保育カ
ンファレンスの中で，保育者が，自身の課題や悩み
を開示し，他の保育者へ問いかけること，共感的に
受け止められたと捉えることができるように，保育
者自身の経験を踏まえた上で問いかけ，提案を行う
ことという つの要因が，保育者の専門性向上要因
となることを示した。保育者の専門性向上が課題と
される中，小松（ ）が示した つの要因をより
実際の保育カンファレンスの場で汎用させることが
重要であると考えられる。そこで，本研究は， つ
の要因を踏まえた保育カンファレンスを実施し，保
育者の専門性向上プロセスを検証することを目的と
する。

方 法
調査協力者 幼稚園で行われた 回の保育カンフ
ァレンスに参加した保育者 名（保育経験年数
年， ）。
手続き 日本版 （秋田他， ）を活用した
回の保育カンファレンスは，小松（ ）が実施し
た保育カンファレンスと同様の手続きで行われた。
また，第 回保育カンファレンス（以下，第 回と
記す。第 回保育カンファレンスについても同様に，
第 回と記す。）については，保育者の専門性向上の
つの要因を踏まえた保育カンファレンスを実施す

るため，以下の手続きを加えた。まず，第 回実施
前に，保育者に対して， つの要因となる具体的な
発話についての説明を行い，これらの発話を積極的
に行うよう促した。また，筆者は，進行係として，
つの要因となる具体的な発話が促されるよう進行

を行った。なお，各保育カンファレンスにおけるエ
ピソードについては，保育者 （経験年数 年）の
クラスである 歳児を対象としたものである。

結果と考察
回の保育カンファレンス逐語記録から，保育者

が言葉の相互共有を行った 事例を抽出し，その
うち，保育の枠組みを捉え直した 事例を分析対象
とした。これら 事例について，各保育カンファレ

ンスにおける保育者の専門性向上プロセスを比較検
証した。 は，各保育カンファレンスにおける
保育者の言葉の相互共有事例数，保育の枠組みを捉
え直した事例数及び保育者の専門性向上の要因とな
る発話数である。
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第 回における保育の枠組みの捉え直し 事例は，
保育者が，相互共有した他の保育者の言葉をきっか
けに保育の枠組みを捉え直し，保育者の専門性を向
上させた事例であった。第 回における保育の枠組
みの捉え直し 事例の中 事例は，第 回の事例と
同様に，保育者が相互共有した他の保育者の言葉を
きっかけに保育の枠組みを捉え直し，保育者の専門
性を向上させた事例であった。第 回における他の
事例は，エピソード提供者である保育者 が，他

の保育者からの自身への提案の発話を相互共有する
ことにより，保育の枠組みを捉え直し，保育者の専
門性を向上させた事例であった。一方，第 回にお
いても，保育者 への提案の発話は見られた。しか
し，他の保育者から提案された発話を保育者 が相
互共有したものの，保育の枠組みを捉え直すには至
らなかった。
そこで，第 回における保育者 の専門性向上プ

ロセスを検討した結果，他の保育者は，保育者 に
対して，「そういうところ普段からどう。」，「そうで
ね，実際。」等，問いかける発話を行っていた。また，
「でも，瞬時に判断するのは難しい。」と，子どもへ
の対応の難しさを表出する発話を行ったり，「そうそ
う，そこなんです。」と，相槌をしたり，「もっと，
〇〇先生（保育者 ）から学ばないかんかなって思
うところがあるがで。」と，保育者 の保育実践を認
める発話を行ったりしていた。これらの発話を受け
た保育者 は，自身の課題や戸惑いの気持ちを開示
した後，自身への提案の発話を相互共有することに
より，保育の枠組みを捉え直すことを通して保育者
の専門性を向上させていた。
これらのことから，本研究が実施した保育カンフ

ァレンスにおける他の保育者への問いかけや，保育
者自身の課題の開示，また，共感的な言葉がけは，
保育者同士の言葉の相互共有の契機となり，保育者
の保育の枠組みの捉え直しを促すことが示されたと
考えられる。
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就職活動を通してのキャリアレジリエンス形成過程の解明

児玉真樹子（広島大学）

キーワード：キャリアレジリエンス，就職活動

問題と目的

キャリア形成のためには危機を克服することが

重要である。そのため，危機に対処してキャリア

形成を促す働きをする心理的特性を表す“キャリ

アレジリエンス”の育成が重要となる。児玉（ ）

はキャリアレジリエンスの構成要素を検討し，問

題対応力，ソーシャルスキル，新奇性・興味関心

の多様性（以下，新奇・多様性），未来志向，援助

志向の つからなることを確認した。

高橋・石津・森田（ ）は，就職活動中の者

と就職活動を終了した者と就職活動をしていない

者とでライフキャリア・レジリエンスの得点を比

較した結果，非就職活動群より就職活動終了群で

得点が高かったことを報告している。このことか

らキャリアレジリエンスは就職活動を通して形成

されることが示唆されるが，どのような過程を経

て形成が促されるかについては未検討である。特

に就職活動での不採用経験といった危機を乗り越

えることがキャリアレジリエンス形成を促進する

のではなかろうか。よって本研究では輕部・佐藤・

杉江（ ）の提唱した，不採用経験を乗り越え

て就職活動を継続する過程の理論モデルを援用し，

キャリアレジリエンスの形成過程を明らかにする

ことを目的とする。

方 法

調査対象者と調査方法

一般企業への就職活動をした学生を対象に，就

職活動開始前の 年 月に第 回目の，就職

活動の終盤時期の同年 月に第 回目の 調

査を実施した。調査の冒頭で，調査の目的と匿名

性の保障と回答の任意性について明記した。 回

の調査に回答し，かつ就職活動中に不採用の経験

をした回答者は 名（男子 名，女子 名；

第 回調査時に短大 年生 名，大学 年生

名，大学院 年生 名）であった。

調査内容

回目と 回目ともに大学生用キャリアレジリ

エンス尺度（児玉 ）を， 回目はこれに加え

就職活動維持過程尺度（輕部・佐藤・杉江， ）

を利用した。いずれも 段階評定とした。

結果と考察

対応のある 検定を行ったところ，キャリアレ

ジリエンスの構成要素のうち新奇・多様性，未来

志向，援助志向で，就活終盤の方が就活前より有

意に得点が高かった（ ）。このことから就

職活動を通してこの つの要素が形成されたと解

釈した。

キャリアレジリエンスの要素のうち，ｔ検定で

有意差がみられた上述の 要素の就活終盤の得点

を目的変数，就職活動維持過程尺度の各因子を説

明変数，目的変数として設定した要素の就活前の

得点を統制変数として投入した重回帰分析（ステ

ップワイズ法）の結果は のとおりであっ

た。 つの要素全てにおいて就職活動維持過程の

プロセスのうち認知的切り替えが有意な正の影響

を示した。また新奇・多様性と未来志向に対して

は目標明確化も有意な正の影響を示した。

以上より，就職活動の中で不採用という困難な

出来事を経験しても，気持ちを切り替えるなどの

対処を行ったり，就職活動を通して自分自身の進

むべき目標を見つけるという経験をすることで，

キャリアレジリエンスのうち一部の要素が形成さ

れると解釈できる。

検定の結果

重回帰分析の結果

問題対応力 2.64 (0.58) 2.72 (0.62) -1.49

ｿｰｼｬﾙｽｷﾙ 2.30 (0.61) 2.39 (0.66) -1.82 †

新奇・多様性 2.83 (0.67) 2.94 (0.64) -2.03 *

未来志向 2.40 (0.66) 2.57 (0.66) -3.54 **

援助志向 2.87 (0.63) 2.99 (0.64) -2.20 *

注1.N =127 注2. 
**p <.01, 

*p <.05, 
†p <.10

就活前 就活終盤 t(126)

新奇・多様性 .51 *** ― ―

未来志向 ― .54 *** ―

援助志向 ― ― .47 ***

模索的行動

不採用振り返り

自己開示

認知的切り替え .16 * .19 ** .24 **

目標明確化 .21 ** .23 ***

自分らしい就活

R 2 .46 *** .55 *** .32 ***

AdjR 2 .44 *** .54 *** .31 ***

注1. N =127 注2.  
***p <.001,

**p <.01, 
*p <.05
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